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「
オ
ゾ
ン
層
の
状
況
等
」に

つ
い
て

（
平
成
21
年
度
オ
ゾ
ン
層
等
の
監
視
結
果
に

関
す
る
年
次
報
告
書（
環
境
省
）よ
り
）

南
極
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
は
1
9
8
0 

年
代
か
ら

1
9
9
0 

年
代
に
か
け
て
急
激
に
拡
大
し
、
そ
の

後
も
ほ
ぼ
毎
年
大
規
模
に
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
の
規
模
は
年
々
変
動
が
大
き
く
、

現
時
点
で
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
に
縮
小
す
る
兆
し
が
あ

る
と
は
判
断
で
き
ず
、
南
極
域
の
オ
ゾ
ン
層
は
依

然
と
し
て
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

2
0
0
9 

年
の
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
の
最
大
の
面
積

は
2,
4
0
0 

万
km2 
で
あ
り
、最
近
10 

年（
1
9
9
9 

年
以
降
）
の
平
均
を
や
や
下
回
る
規
模
で
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
理
由
と
し
て
、
オ
ゾ
ン
層
破
壊
の
促

進
に
関
係
す
る
南
極
域
上
空
の
低
温
域
（
-78
℃
以

下
）
の
面
積
が
6 

月
か
ら
8 

月
に
か
け
て
概
ね
平

年
並
み
と
な
っ
た
こ
と
や
、
9 

月
か
ら
10 

月
初
め

に
か
け
て
低
緯
度
成
層
圏
か
ら
南
極
上
空
の
成
層

圏
下
部
へ
オ
ゾ
ン
量
の
多
い
空
気
塊
が
多
量
に
運

ば
れ
た
こ
と
な
ど
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

地
球
規
模
の
オ
ゾ
ン
層
の
状
況

オ
ゾ
ン
全
量
は
1
9
8
0
年
代
か
ら
1
9
9
0

年
代
前
半
に
か
け
て
地
球
規
模
で
大
き
く
減
少
し

て
お
り
、
現
在
も
減
少
し
た
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
。
1
9
7
9 

年
を
基
準
と
す
る
と
、
2
0
0
9 

年
の
オ
ゾ
ン
全
量
は
、
地
球
規
模
で
は
約
2.
3

±
0.
1
%
減
少
し
て
い
ま
す
。
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南
極
域
上
空
の
オ
ゾ
ン
層
の
状
況

日
本
上
空
の
オ
ゾ
ン
層
の
状
況

札
幌
・
つ
く
ば
・
那
覇
及
び
南
鳥
島
で
観
測

さ
れ
た
日
本
上
空
の
オ
ゾ
ン
全
量
は
、
札
幌
に
お

い
て
主
に
1
9
8
0 

年
代
に
減
少
傾
向
が
は
っ

き
り
現
れ
て
お
り
、
ま
た
1
9
9
0 

年
代
後
半

以
降
に
は
各
地
点
と
も
増
加
傾
向
が
見
ら
れ
ま

す
。
1
9
7
9 

年
を
基
準
と
す
る
日
本
上
空
の

オ
ゾ
ン
全
量
の
変
化
量
は
、
2
0
0
9 

年
現
在
で

札
幌
は
4.
0
±
0.
9
%
の
減
少
、那
覇
は
1.
0

±
0.
7
%
増
加
し
て
い
ま
す
。

2
0
0
9 
年
の
日
本
上
空
の
オ
ゾ
ン
全
量
は
、

1
9
9
4
〜
2
0
0
8 

年
の
平
均
値
と
比
べ
る

と
、
オ
ゾ
ン
全
量
の
月
平
均
値
は
ほ
と
ん
ど
の
月

で
「
並
」
で
あ
り
、
概
ね
平
均
的
な
季
節
変
動

で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

世界のオゾン全量偏差（％）の経年変化

南極上空のオゾンホールの面積の経年変化
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集

特
定
物
質
等
の
大
気
中

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
濃
度
の
状
況

北
半
球
中
緯
度
域
の
平
均
的
な
状
況
を
代
表

す
る
よ
う
な
国
内
の
観
測
地
点
（
北
海
道
内
な

ど
）
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
増
加
し
続
け
て
き

た
特
定
物
質
（
オ
ゾ
ン
層
保
護
法
に
基
づ
き
生
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日本上空のオゾン全量の年平均値の推移
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日
本
の
都
市
域
に
お
け
る

大
気
中
濃
度
の
状
況

日
本
の
都
市
域
の
例
と
し
て
川
崎
市
で

連
続
測
定
し
た
C
F
C
¦

11
、
C
F
C
¦

12
、

C
F
C
¦

1
1
3
、四
塩
化
炭
素
、
1
,
1
,
1
¦

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
の
大
気
中
濃
度
は
、
次
第
に

変
動
幅
が
小
さ
く
な
り
、
北
海
道
に
お
け
る
大

気
中
濃
度
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
日
本
に
お
け
る
生
産
量

等
の
削
減
及
び
排
出
抑
制
等
が
反
映
さ
れ
た
効

果
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、
H
C
F
C
¦

22
、

H
C
F
C
¦

1
4
1
b
及
び
H
F
C
¦

1
3
4
a

は
頻
繁
に
高
い
濃
度
で
検
出
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
物
質
が
現
在
も
多
方
面
で
利
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
や
過
去
に
製
造
・
充
填
さ
れ
た
機
器

装
置
等
か
ら
大
気
中
に
放
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

産
等
が
規
制
さ
れ
て
い
る
フ
ロ
ン
等
）
の
う
ち
、

C
F
C
¦

12 

の
大
気
中
濃
度
は
1
9
9
0 

年
代

後
半
以
降
ほ
ぼ
横
ば
い
で
し
た
が
最
近
は
わ
ず

か
に
減
少
の
兆
し
が
見
ら
れ
ま
す
。
C
F
C
¦

11
、

C
F
C
¦

1
1
3
、四
塩
化
炭
素
の
大
気
中
濃
度

は
約
1
％
/
年
の
割
合
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

大
気
中
で
の
寿
命
の
短
い
1,
1,
1
¦

ト
リ
ク
ロ

ロ
エ
タ
ン
の
大
気
中
濃
度
は
急
速
に
減
少
し
て
い

ま
す
。

一
方
、
H
C
F
C
¦

22
、
H
C
F
C
¦

1
4
1
b
、

H
C
F
C
¦

1
4
2
b 

及
び
H
F
C
¦

1
3
4
a 

の
大
気
中
濃
度
に
つ
い
て
は
急
速
に
増
加
し
て
い

ま
す
。
特
に
H
F
C
¦

1
3
4
a 

の
増
加
率
は

約
8
％
/
年
で
極
め
て
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ロ
ン
¦

1
3
0
1
に
つ
い
て
も
、
増
加
の
傾
向

が
続
い
て
い
ま
す
。

特
定
物
質
の
大
気
中
濃
度
の

将
来
予
測

C
F
C
の
大
気
中
寿
命
は
非
常
に
長
い
た
め
、

今
後
、
大
気
中
濃
度
は
き
わ
め
て
ゆ
る
や
か
に

減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
H
C
F
C

の
大
気
中
濃
度
は
今
後
も
引
き
続
き
増
加
し
、

今
後
20
〜
30 

年
で
ピ
ー
ク
に
達
し
、
そ
の
後
減

少
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
国
際
的
な

規
制
の
前
倒
し
に
よ
り
、
そ
れ
以
前
に
減
少
す

る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

特
定
物
質
の
大
気
中
濃
度
と

オ
ゾ
ン
層

現
在
の
特
定
物
質
の
大
気
中
濃
度
は
、
南

極
域
で
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
が
観
測
さ
れ
始
め
た

1
9
8
0 

年
頃
に
比
べ
て
か
な
り
高
い
状
況
に
あ

る
た
め
、
成
層
圏
オ
ゾ
ン
層
の
状
況
が
改
善
さ

れ
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
物
質
の
濃
度
が
さ
ら

に
低
下
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
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大気中のオゾン層破壊物質の推移と将来予測

4

3

2

�

0

500

400

300
�950            2000            2050            2�00  

大
気

中
濃

度（
pp

tv
）

年

�950            2000            2050            2�00  

年

�20

�00

80

60

40

20

0

2

�

0

相
対
量

CFC-�2

CFC-��
HCFC-22

ハロン -�2��

CFC-��3

ハロン -�30�

塩化メチル

臭化メチル

CFC 類
ハロン
HCFC 類
四塩化炭素
�,�,�-トリクロロエタン

等価実効成層圏塩素量

臭化メチル（人為、自然発生源）

塩化メチル（自然発生源）

�,�,�-トリクロロエタン

四塩化炭素

HCFC-�4�b

HCFC-�42b

推計値
観測値

将来予測

大
気

中
濃

度（
pp

tv
）



50

40

30

20

10

0
H14  H15   H16   H17  H18  H19  H20  H21

CFC

120
100
80
60
40
20
0
H14  H15   H16   H17  H18  H19  H20  H21

HCFC

HCFC

50

40

30

20

10

0
H14  H15   H16   H17  H18  H19  H20  H21

HFC

HFC

70
60
50
40
30
20
10
0

70
60
50
40
30
20
10
0

70
60
50
40
30
20
10
0

H14  H15   H16   H17  H18  H19  H20  H21

CFC

H14  H15   H16   H17  H18  H19  H20  H21 H14  H15   H16   H17  H18  H19  H20  H21

整備
廃棄

整備
廃棄

整備
廃棄

整備
廃棄

整備
廃棄

整備
廃棄

3

特  

集

兵
庫
県
に
お
け
る
平
成
21
年
度
の

業
務
用
冷
凍
空
調
機
器
か
ら
の

フ
ロ
ン
類
の
回
収
量
等
の

集
計
結
果
に
つ
い
て

「
特
定
製
品
に
係
る
フ
ロ
ン
類
の
回
収
及
び
破

壊
の
実
施
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」（
以
下「
フ

ロ
ン
回
収
・
破
壊
法
」
と
い
う
。）
に
基
づ
く
、

第
一
種
フ
ロ
ン
類
回
収
業
者
（
業
務
用
冷
凍
空

調
機
器
か
ら
冷
媒
フ
ロ
ン
類
を
回
収
す
る
者
と

し
て
都
道
府
県
知
事
の
登
録
を
受
け
て
い
る
者
）

か
ら
の
回
収
量
等
に
関
す
る
報
告
書
を
集
計
し

た
結
果
、
兵
庫
県
分
の
集
計
結
果
は
次
の
と
お

り
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
に
回
収
さ
れ
た
フ
ロ
ン

類
の
量
は
1
4
3,
8
2
7
kg（
対
前
年
比

2
1,
8
5
0
kg
減
。
以
下
、
括
弧
内
は
対
前
年

度
比
。）、
回
収
さ
れ
た
業
務
用
冷
凍
空
調
機
器

の
台
数
は
、8
6,
7
0
6
台
（
5,
5
1
9
台
減
）

で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
機
器
の
廃
棄
時

7
7,
7
3
7
kg（
1
3,
2
2
1
kg
減
）

7
5,
1
8
1
台
（
6,
5
4
2
台
減
）

・
機
器
の
整
備
時

6
6,
0
9
0
kg（
8,
6
3
1
kg
減
）

1
1,
5
2
5
台
（
1,
0
2
3
台
増
）

こ
の
う
ち
、
廃
棄
時
回
収
に
つ
い
て
み
る
と
、

回
収
量
及
び
回
収
台
数
は
前
年
度
と
比
べ
て
そ

れ
ぞ
れ
1
3,
2
2
1
kg
減
少
（
約
15
%
減
）
及

び
6,
5
4
2
台
減
少
（
約
8
%
減
）
し
て
い
ま

す
。
整
備
時
回
収
に
つ
い
て
は
、
回
収
量
は
前

年
度
と
比
べ
て
8,
6
3
1
kg
減
少
（
約
12
%
減

少
）し
て
い
る
に
対
し
、回
収
台
数
は
、1,
0
2
3

台
増
加
（
約
10
%
増
加
）
し
て

い
ま
す
。

冷
媒
の
種
類
別
で
は
、
回
収

量
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｆ
Ｃ
（
ク

ロ
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
）、
Ｈ

Ｃ
Ｆ
Ｃ
（
ハ
イ
ド
ロ
ク
ロ
ロ
フ

ル
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
）
及
び

Ｈ
Ｆ
Ｃ
（
ハ
イ
ド
ロ
フ
ル
オ
ロ

カ
ー
ボ
ン
）
と
も
に
、
前
年
度

に
比
べ
て
減
少
し
て
い
ま
す
。

（
図
１
）

一
方
、
回
収
台
数
に
つ
い
て

み
る
と
、
Ｃ
Ｆ
Ｃ
及
び
Ｈ
Ｃ
Ｆ

Ｃ
に
つ
い
て
は
、
回
収
量
と
同

様
に
、
前
年
度
を
下
回
っ
て
い

る
の
に
対
し
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ
に
つ
い

て
は
、4,
5
3
8
台
増
加
（
約

10
%
増
加
）
し
て
い
ま
す
。（
図

２
）

【
１
台
あ
た
り
の
回
収
量
に

 

つ
い
て
】

１
台
あ
た
り
の
回
収
量
に
つ

い
て
み
る
と
、
Ｃ
Ｆ
Ｃ
に
つ
い

て
は
、
平
成
19
年
度
を
ピ
ー
ク

に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
Ｈ

C
Ｆ
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
平
成
17

年
度
以
降
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
Ｈ
Ｆ
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
平

成
18
年
度
以
降
、
横
ば
い
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
。（
図
３
）

廃
棄
時
・
整
備
時
の
別
で
み

る
と
、
３
物
質
と
も
整
備
時
の
１

台
あ
た
り
の
回
収
量
が
廃
棄
時

の
１
台
あ
た
り
の
回
収
量
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。（
図
４
）

【
回
収
量
及
び
回
収
台
数
に
つ
い
て
】

兵庫県下における第一種フロン回収量 (㎏ )・回収台数 ( 台 ) の推移

CFC・HCFC・HFC 合計 CFC HCFC HFC
回収量① 台数② ① / ② 回収量① 台数② ① / ② 回収量① 台数② ① / ② 回収量① 台数② ① / ②

H14 78,668 48,683 1.616 10,231 17,293 0.592 67,074 28,344 2.366 1,363 3,046 0.448
H15 83,810 62,346 1.344 12,865 20,386 0.631 65,143 37,020 1.760 5,802 4,940 1.174
H16 87,057 70,436 1.236 11,945 15,268 0.782 67,663 50,543 1.339 7,449 4,625 1.611
H17 102,673 79,941 1.284 7,153 15,915 0.449 82,593 54,483 1.516 12,926 9,543 1.355
H18 99,898 67,770 1.474 7,956 9,862 0.807 79,524 43,757 1.817 12,418 14,151 0.878

H19
廃棄時 110,946 77,766 1.427 17,883 13,651 1.310 81,878 41,450 1.975 11,185 22,665 0.493
整備時 32,936 4,572 7.204 3,633 54 67.278 20,234 2,929 6.908 9,069 1,589 5.707
合　計 143,882 82,338 1.747 21,516 13,705 1.570 102,112 44,379 2.301 20,254 24,254 0.835

H20
廃棄時 90,958 81,723 1.113 7,749 8,422 0.920 71,381 32,925 2.168 11,828 40,376 0.293
整備時 74,721 10,502 7.115 2,931 134 21.876 43,836 6,107 7.178 27,954 4,261 6.560
合　計 165,679 92,225 1.796 10,680 8,556 1.248 115,217 39,032 2.952 39,782 44,637 0.891

H21
廃棄時 77,737 75,181 1.034 4,440 5,783 0.768 63,782 25,882 2.464 9,515 43,516 0.219
整備時 66,090 11,525 5.734 1,484 79 18.778 43,607 5,787 7.535 20,999 5,659 3.771
合　計 143,827 86,706 1.659 5,924 5,862 1.011 107,389 31,669 3.391 30,514 49,175 0.621

図１ 兵庫県下における第一種フロン回収量の推移（単位 t）

図２ 兵庫県下における第一種フロン回収台数の推移（単位千台）
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冷
凍
機
・
エ
ア
コ
ン
の
別
で
は
、
全
物
質
と

も
に
、
エ
ア
コ
ン
の
１
台
あ
た
り
の
回
収
量
が
冷

凍
機
の
１
台
あ
た
り
の
回
収
量
を
上
回
る
傾
向

に
あ
り
、
エ
ア
コ
ン
整
備
時
の
１
台
あ
た
り
の
Ｃ

Ｆ
Ｃ
回
収
量
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
中
で
も
突
出

し
て
多
い
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
４
）

【
エ
ア
コ
ン
・
冷
凍
機
の
割
合
】（
図
５
）

平
成
21
年
度
の
回
収
量
等
に
お
け
る
エ
ア
コ

ン
と
冷
凍
機
の
割
合
に
つ
い
て
み
る
と
、
Ｃ
Ｆ

Ｃ
に
つ
い
て
は
、
台
数
・
回
収
量
と
も
に
エ
ア
コ

ン
よ
り
冷
凍
機
の
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
お
り
、

特
に
廃
棄
時
の
台
数
に
つ
い
て
は
、
冷
凍
機
が

90
%
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
回
収
量
で
は
、
整
備

時
・
廃
棄
時
と
も
に
エ
ア
コ
ン
が
80
%
前
後
を
占

め
て
い
ま
す
が
、
台
数
で
は
、
廃
棄
時
の
冷
凍

機
が
約
65
%
と
逆
転
し
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｆ
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
整
備
時
の
台
数
及
び

回
収
量
に
つ
い
て
、
エ
ア
コ
ン
が
全
体
の
70
%
以

上
を
占
め
て
い
る
の
に
対
し
、
廃
棄
時
の
台
数
で
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図４ １台あたり回収量の比較（平成 2� 年度）

図３ 兵庫県下における１台あたりの第一種フロン回収量の推移（単位 kg）
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CFC〔台数（整備）〕 〔台数（廃棄）〕 〔回収量（整備）〕 〔回収量（廃棄）〕

HCFC〔台数（整備）〕 〔台数（廃棄）〕 〔回収量（整備）〕 〔回収量（廃棄）〕

HFC〔台数（整備）〕 〔台数（廃棄）〕 〔回収量（整備）〕 〔回収量（廃棄）〕

〔CFC〈整備〉〕

〔HCFC〈整備〉〕 〔合計〈整備〉〕

〔HFC〈整備〉〕〈廃棄等〉

〈廃棄等〉 〈廃棄等〉

〈廃棄等〉

エアコン
27.9％エアコン

44.0％

エアコン10.3％

冷凍機
72.1％

冷凍機
56.0％

冷凍機
89.7％

エアコン
31.6％

冷凍機
68.4％

エアコン
76.5％

エアコン
82.5％

エアコン
36.8％

エアコン
84.3％

冷凍機
23.5％

冷凍機
17.5％

冷凍機
63.2％

冷凍機
15.7％

エアコン
50.2％

エアコン
78.7％

エアコン10.7％

エアコン
70.5％

冷凍機
49.8％

冷凍機
21.3％

冷凍機
89.3％

冷凍機
29.5％

上位 5社
82.2％

その他
17.8％

上位 5社
54.6％

その他
45.4％

上位 5社
79.6％

その他
20.4％

その他 2.3％

上位 5社
97.7％

その他
73.5％

上位 5社
26.5％上位 5社

48.1％その他
51.9％

上位5社
14.5％

その他
85.5％

上位 5社
43.2％その他

56.8％
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特  

集

は
、
冷
凍
機
が
約
90
%
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
廃
棄
時
の
回
収
量
は
、
ほ
ぼ
同
じ
割
合

と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
上
位
５
社
の
回
収
量
に
占
め
る
割
合
】（
図
６
）

平
成
21
年
度
の
回
収
量
に
お
け
る
上
位
５
社

の
占
め
る
割
合
に
つ
い
て
み
る
と
、
Ｃ
Ｆ
Ｃ
に
つ

い
て
は
、
整
備
時
の
回
収
量
で
は
、
全
体
の
98
%

と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
上
位
５
社
で
占
め
ら
れ
て

お
り
、
廃
棄
時
の
回
収
量
に
つ
い
て
も
、
80
%
近

く
が
上
位
５
社
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
整
備
時
の
回
収
量
で

は
、
上
位
５
社
で
40
%
以
上
が
占
め
ら
れ
て
い
る

も
の
の
、
廃
棄
時
の
回
収
量
で
は
、
全
体
の
15
%

程
度
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｆ
Ｃ
に
つ
い
て
は
、整
備
時
の
回
収
量
で
は
、

半
分
以
上
が
、
廃
棄
時
の
回
収
量
で
は
、
80
%

以
上
が
、
上
位
５
社
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
ま
と
め
】

平
成
21
年
度
の
第
一
種
フ
ロ
ン
類
の
回
収
量

及
び
フ
ロ
ン
類
を
回
収
し
た
機
器
の
台
数
は
、
と

も
に
前
年
度
と
比
べ
て
減
少
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
景
気
の
変
動
に
よ
る
機
器
販
売
の
落
ち
込

み
に
よ
り
、
廃
棄
さ
れ
る
機
器
が
減
少
し
て
い

る
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
影
響
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

Ｃ
Ｆ
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
既
に
製
造
が
中
止
さ
れ

て
お
り
、
今
後
、
回
収
量
等
は
減
少
し
て
い
く

も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
大
型
の
冷
凍
機
等

に
つ
い
て
は
、
当
面
、
整
備
使
用
さ
れ
る
も
の
も

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
に
つ
い
て
は
、３
物
質
の
中
で
依
然
、

最
も
高
い
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
お
り
、
機
器
の
更

新
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、
今
後
さ
ら
に
回
収
量

等
の
増
加
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
こ
数
年
、横
ば
い
あ
る
い
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、

そ
の
要
因
と
し
て
は
、
景
気
低
迷
に
よ
る
設
備

投
資
の
先
送
り
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ｈ
Ｆ
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
回
収
量
全
体
に
占
め

る
整
備
時
の
割
合
が
高
く
、
現
時
点
で
は
、
ま

だ
対
象
の
機
器
が
更
新
時
期
を
迎
え
て
い
な
い

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
今

後
オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
で
あ
る
Ｃ
Ｆ
Ｃ
及
び
Ｈ

Ｃ
Ｆ
Ｃ
か
ら
オ
ゾ
ン
層
破
壊
係
数
ゼ
ロ
の
Ｈ
Ｆ
Ｃ

へ
の
代
替
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、
回
収
量
等
が
増

加
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

図５ 各物質のエアコン・冷凍機の割合（平成 2� 年度）

図６ 上位５社の回収量に占める割合（平成 2� 年度）



最
終
所
有
者

〈使用済自動車の引渡〉 
解体業者へ
691,575 

フロン類回収業者へ
3,225,701

≪フロンの引渡≫
指定引取場所へ
311,583

解体業者 破砕業者引取業者

フロン類回収業者
〈解体自動車の引取〉

解体業者から
3,834,304

〈解体自動車の引渡〉
認定全部利用者へ
244,102

非認定全部利用者へ
27,169

〈解体自動車の引渡〉
破砕業者へ
3,836,283

認定全部利用者へ
0

〈使用済自動車の引取〉
最終所有者から
3,918,415

〈使用済自動車の引取〉
引取業者から
690,799

使用済自動車、解体自動車
認定全部利用者へ
非認定全部利用者へ
物品の流れ

〈使用済自動車の引取〉
引取業者から
3,221,770

〈使用済自動車の引渡〉
解体業者へ
3,212,044

フロン エアバッグ ASR

フロン類回収業者から
3,216,473

非認定全部利用者へ
52,815

工程内 ※4,5
破砕業者へ引渡
3,012,229

破砕業者から引取
3,007,090

≪ASRの引渡≫
指定引取場所へ
3,556,021

工程内 
解体業者へ引渡
169,964

解体業者から引取
169,152

           ※3,5

≪エアバッグの引渡≫
指定引取場所へ
作動 1,437,573
作動＆回収 3,048
回収 264,481

解
体
自
動
車
（
配
車
ガ
ラ
）

解
体
自
動
車
（
配
車
ガ
ラ
）

非認定全部
利用者

           ※2

認定全部
利用者
          ※1

 ≪ＡＳＲの引取≫
破砕業者から
3,508,510

≪フロンの引取≫
フロン回収業者から
3,059,873

 ≪エアバッグの引取≫
解体業者から
 1,697,379

自動車メーカー・輸入業者（指定引取場所）

…主務大臣の全部再資源化認定（法第３１条認定）を受け、電炉・転炉に解体自動車（廃車ガラ）を鉄鋼の原料として投入しリサイクルする業者。
…解体自動車（廃車ガラ）を電炉・転炉に投入したり、輸出を行う業者。
…有用な部品、材料等の再資源化を推進するため、解体業者が他の解体業者へ移動報告することがある。
…破砕前処理工程のみを行う破砕業者（プレス・せん断処理業者）は、解体自動車を他の破砕業者（シュレッダー業者）へ引き渡すことがある。
…引渡実施報告があった後の引取実施報告について、遅延報告までの期間については解体自動車等の収集運搬等に必要な期間として一定期間認
　められている。そのため、引渡実施報告があっても引取実施報告をしていない場合がある。

※１．認定全部利用者
※２．非認定全部利用者
※３．解体工程内引取
※４．破砕工程内引取
※５．工程内引渡と引取の
        数字が乖離する理由
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家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
は
、
廃
家
電
４
品
目
（
エ

ア
コ
ン
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
及
び
液
晶
・
プ
ラ
ズ
マ
テ

レ
ビ
、冷
蔵
庫・冷
凍
庫
、洗
濯
機・衣
類
乾
燥
機
）

に
つ
い
て
、
消
費
者
に
よ
る
適
正
な
排
出
と
費
用

の
負
担
、
小
売
業
者
に
よ
る
排
出
者
か
ら
の
引

取
り
と
製
造
業
者
等
へ
の
引
渡
し
、
製
造
業
者

等
に
よ
る
小
売
業
者
な
ど
か
ら
の
指
定
引
取
場

所
に
お
け
る
引
取
り
と
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ン
ト
に
お
け
る
再
商
品
化
等
を
推
進
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。

平
成
21
年
度
、
指
定
引
取
場
所
で
引
き
取
っ

た
廃
家
電
４
品
目
の
合
計
は
約
１
，
８
７
９
万

台
（
前
年
度
比
約
4
5
.
8
％
増
）

と
な
っ
て
お
り
、
内
訳
を
見
る
と
、

エ
ア
コ
ン
が
約
２
１
５
万
台
（
構

成
比
約
12
％
）、
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ

ビ
が
約
１
，
０
３
２
万
台
（
同
約

55
％
）、
液
晶
・
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ

が
約
22
万
台
（
同
約
1
%
）、
冷
蔵

庫
・
冷
凍
庫
が
約
３
０
１
万
台
（
同

約
16
％
）、
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機

が
約
３
０
９
万
台
（
同
約
16
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
前
年
度
比

で
見
る
と
エ
ア
コ
ン
が
約
9
.
5
％
増
、
ブ
ラ

ウ
ン
管
テ
レ
ビ
が
約
9
2
.
3
％
増
、
冷
蔵
庫
・

冷
凍
庫
が
約
9
.
5
％
増
、
洗
濯
機
・
衣
類
乾

燥
機
が
約
9
.
4
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す（
液
晶・

プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
追
加

さ
れ
た
た
め
、
前
年
度
比
較
の
対
象
か
ら
除
外
）。

廃
家
電
4
品
目
の
う
ち
、
エ
ア
コ
ン
及
び
冷

蔵
庫
・
冷
凍
庫
に
つ
い
て
は
、
冷
媒
や
断
熱
材

な
ど
と
し
て
、
フ
ロ
ン
類
が
含
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
平
成
21
年
度
の
回
収
重
量
は
、
エ
ア
コ
ン

の
冷
媒
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
フ
ロ
ン
類
が

約
１
，３
０
４
ト
ン
（
前
年
度
比
約
1
1.
8
％

増
）、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
の
冷
媒
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
た
フ
ロ
ン
類
が
約
３
２
０
ト
ン
（
前
年

度
比
約
6.
9
％
増
）、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
の
断

熱
材
に
含
ま
れ

る
液
化
回
収
し

た
フ
ロ
ン
類
が

約
５
４
４
ト
ン

（
前
年
度
比
約

2.
4
％
減
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

H17 H18 H19 H20 H21 H21/H20

回
収
重
量

エアコン 冷媒 1,122,462 1,043,778 1,089,423 1,166,887 1,304,142 111.8%
冷蔵庫
冷凍庫

冷媒 310,701 297,619 298,544 299,118 319,896 106.9%
断熱材 607,753 592,511 574,535 556,754 543,502 97.6%

計 2,040,916 1,933,908 1,962,502 2,022,759 2,167,540 107.2%

破
壊
重
量

エアコン 冷媒 1,117,923 1,047,979 1,084,342 1,170,356 1,292,694 110.5%
冷蔵庫
冷凍庫

冷媒 309,734 297,868 298,145 301,307 315,323 104.7%
断熱材 605,365 589,832 562,020 554,472 514,701 92.8%

計 2,033,022 1,935,679 1,944,507 2,026,135 2,122,718 104.8%

(kg)

(kg)

移動報告状況（2009 年 4 月～ 20�0 年 3 月）

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0 H17     H18      H19      H20      H21

冷蔵庫等断熱材
冷蔵庫等冷媒
エアコン冷媒

608

1,122 1,044 1,089 1,167 1,304

593 575 557 544

311 298 299 299 320

家電リサイクル法に基
づくフロン類の回収量
について（平成 21 年度）

～経済産業省・環境省共同発表～
「家電リサイクル法の施行状況（引
取実績）及び家電メーカー各社によ
る家電リサイクル実績の公表につい
て（平成 2� 年度）」より

家電リサイクル法によるフロン類の
回収重量（トン）

平
成
21
年
度
使
用
済
自
動
車
等

の
引
取
・
引
渡
状
況
に
つ
い
て

～
経
済
産
業
省
・
環
境
省
共
同
発
表
～

「
平
成
　
年
度
使
用
済
自
動
車
、
解
体
自
動
車
及
び

特
定
再
資
源
化
等
物
品
に
関
す
る
引
取
・
引
渡
状
況

に
つ
い
て
」
よ
り

使
用
済
自
動
車
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
の

規
定
に
基
づ
き
、
財
団
法
人
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
促
進

セ
ン
タ
ー
か
ら
報
告
の
あ
っ
た
「
平
成
21
年
度
使
用
済

自
動
車
、
解
体
自
動
車
及
び
特
定
再
資
源
化
等
物
品
に

関
す
る
引
取
・
引
渡
状
況
に
つ
い
て
」、
経
済
産
業
省
・

環
境
省
よ
り
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
の
移
動
状
況
に
つ
い
て
は
、
左
図
の
と

お
り
で
す
。

お
知
ら
せ

家電リサイクル法によるフロン類の回収重量（kg）

2�
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お
知
ら
せ

「
フ
ロ
ン
の
見
え
る
化
」   

一
般
社
団
法
人
フ
ロ
ン
回
収
推
進
協
議
会

（
I
N
F
R
E
P
）
で
は
、
フ
ロ
ン
の
充
填
量
を

二
酸
化
炭
素
に
置
き
換
え
た
数
字
で
表
示
す
る

「
フ
ロ
ン
の
見
え
る
化
」を
推
進
す
る
た
め
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
者

等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
主
旨
】

フ
ロ
ン
の
温
暖
化
効
果
は
二
酸
化
炭
素
の
数

百
倍
か
ら
数
千
倍
と
大
き
く
、
冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ

ン
か
ら
フ
ロ
ン
を
漏
ら
す
と
、
冷
蔵
庫
の
場
合
は

2
0
0
kg
以
上
、
エ
ア
コ
ン
の
場
合
は
約
2
t

の
二
酸
化
炭
素
を
放
出
し
た
場
合
と
同
程
度
に
、

地
球
温
暖
化
を
促
進
さ
せ
て
し
ま
う
。
地
球
温

暖
化
対
策
の
た
め
に
、
電
気
使
用
量
を
減
ら
し
、

自
動
車
等
の
使
用
を
控
え
る
な
ど
の
努
力
を
し

て
も
、
冷
凍
空
調
機
器
か
ら
の
フ
ロ
ン
を
少
し
で

も
大
気
に
排
出
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
努
力
の

効
果
も
半
減
し
ま
す
。
し
か
し
、
現
状
に
お
い

て
フ
ロ
ン
は
冷
媒
と
し
て
最
適
で
フ
ロ
ン
に
代
わ

り
得
る
冷
媒
が
存
在
し
な
い
こ
と
も
事
実
で
す
。

よ
り
優
れ
た
冷
媒
が
開
発
さ
れ
る
ま
で
は
、
外

に
漏
ら
さ
な
い
よ
う
に
取
り
扱
い
に
注
意
し
て
フ

ロ
ン
を
活
用
す
る
こ
と
が
、
合
理
的
な
方
法
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
冷
凍
空
調
機
器
の
フ
ロ
ン
の
充
填

量
に
地
球
温
暖
化
係
数
（
G
W
P
）
を
乗
じ
た

数
値
を
シ
ー
ル
に
表
示
す
る
こ
と
で
、
シ
ー
ル
を

貼
っ
た
機
器
の
中
に
は
フ
ロ
ン
が
入
っ
て
い
る
こ

と
、
そ
の
フ
ロ
ン
を
外
に
漏
ら
す
と
地
球
温
暖
化

を
著
し
く
悪
化
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
を
、
シ
ー
ル

を
見
た
人
に
伝
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
フ
ロ
ン
の

充
填
量
を
二
酸
化
炭
素
に
置
き
換
え
た
数
値
で

表
示
す
る
こ
と
を
「
フ
ロ
ン
の
見
え
る
化
」
と
い

い
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
フ
ロ
ン
回
収
推
進
協
議
会

（
I
N
F
R
E
P
）
で
は
、
フ
ロ
ン
の
有
用
性
と

大
気
放
出
に
よ
る
地
球
環
境
へ
の
悪
影
響
を
正

し
く
伝
え
、
回
収
の
必
要
性
を
多
く
の
方
に
浸

透
さ
せ
る
「
フ
ロ
ン
の
見
え
る
化
」
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
協
力
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
募
集
要
項
】

フ
ロ
ン
の
見
え
る
化
の
主
旨
に
賛
同
し
て
、
既

存
の
業
務
用
冷
凍
空
調
機
器
に
所
有
者
の
了
解

を
得
て
、
フ
ロ
ン
の
見
え
る
化
シ
ー
ル
を
貼
付
で

き
る
方
、
ま
た
一
部
は
写
真
に
て
I
N
F
R
E
P

に
報
告
で
き
る
方

【
対
価
の
支
払
い
】

対
価
の
支
払
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
参
加
企
業

を
リ
ス
ト
化
し
て
、
I
N
F
R
E
P
及
び
経
済

産
業
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
「
環
境
先
進

企
業
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

IN
N

FREP

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
登
録

（http://w
w

w
.infrep.jp/partner.htm

）

分類 冷媒番号 地球温暖化係数 主な用途

CFC

R11 4,750 ターボ冷凍機

R12 10,900 ターボ冷凍機、業務用除湿機

R13 14,400 化学プラント

R113 6,130

R114 10,000 輸送用機器用空調機

R115 7,370

R500 8,080 輸送用冷凍機（トラック、鉄道、船舶用等）

R502 4,660 コンデンシングユニット等

HCFC

R22 1,810 パッケージエアコン（ビルマル含む）、ＧＨＰ、スポッ
トクーラー

R123 77 ターボ冷凍機

R124 609

HFC

R23 14,800 化学プラント、実験装置、スクリュー冷凍機

R32 675

R134a 1,430 輸送用冷凍機（トラック、鉄道、船舶用等）、ター
ボ冷凍機

R143a 4,470

R152a 124

R245fa 1,030 ターボ冷凍機

R404A 3,920
冷凍冷蔵ユニット、別置型ショーケース、製氷機、
業務用冷蔵庫、自動販売機、チリングユニット、輸
送用冷凍機（トラック、鉄道、船舶用等）

R407C 1,770

パッケージエアコン（ビルマル含む）、ＧＨＰ、ス
ポットクーラー、業務用除湿機、冷凍冷蔵ユニッ
ト、別置型ショーケース、チリングユニット、輸送
機器用空調機

R407E 1,550 スクリュー冷凍機、コンデンシングユニット等

R410A 2,090
パッケージエアコン（ビルマル含む）、業務用除湿
機、チリングユニット、輸送機器用空調機、コンデ
ンシングユニット等

R507A 3,990

地球温暖化係数（ＧＷＰ）一覧 IPCC4 次レポートより

パ
ー
ト
ナ
ー
の
募
集
に

つ
い
て
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第
一
種
フ
ロ
ン
回
収
業
者
登
録
の
有
効
期
限

は
５
年
間
で
す
。

登
録
時
の
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
満
了

日
ま
で
に
登
録
更
新
手
続
き
を
お
忘
れ
に
な
ら

な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
更
新
申
請
は
、
登
録
が
満
了
す
る
日
の

３
ヶ
月
前
か
ら
受
付
を
し
て
い
ま
す
。

●
更
新
申
請
先

初
回
に
登
録
申
請
を
行
っ
た
県
民
局
環
境
課
で

更
新
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
更
新
手
数
料

４
，
０
０
０
円
分
の
兵
庫
県
収
入
証
紙

●
登
録
通
知

登
録
更
新
通
知
書
の
配
達
記
録
郵
便
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
申
請
時
に
宛
先
を
記
載
し
た
封
筒

及
び
郵
便
切
手
を
ご
持
参
下
さ
い
。

●
そ
の
他

申
請
書
類
一
式
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

(http://sinsei.pref.hyogo.1g.jp/dow
nload/

form
.php?ID

=1504)

更
新
手
続
き
お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

第
一
種
フ
ロ
ン
類

回
収
業
者
の
皆
さ
ん
へ

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る
た

め
、
会
員
の
皆
さ
ん
方
か
ら
の
情
報
等
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
！

平
成
22
年
度
の

協
議
会
の
取
り
組
み

平
成
22
年
度
の
兵
庫
県
フ
ロ
ン
・
処
理
推
進

協
議
会
の
取
り
組
み
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
フ
ロ
ン
類
対
策

の
一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、（
財
）

日
本
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
に
よ
り
、
公

開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地
球
温
暖
化
防
止
に
お
け

る
フ
ロ
ン
類
対
策
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

(1 ) 
日
時　

平
成
22
年

11
月
17
日
（
水
）

10:

00
〜
16:

00

(2) 
会
場　

神
戸
国
際
会
議

場
5
0
2
会
議
室

(3) 

内
容

① 

講
演

・「
日
本
の
冷
凍
空
調
分
野

の
フ
ロ
ン
対
策
の
現
状

と
将
来
展
望
」 　
（
社
）
日
本
冷
凍
空
調
工
業

会
技
術
部
長　

瀬
下
裕
氏

・「
フ
ロ
ン
の
見
え
る
化
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
に
つ
い

て
」　
（
一
社
）
フ
ロ
ン
回
収
推
進
産
業
協
議
会

事
務
局
長　

中
村
英
光
氏

・「
フ
ロ
ン
類
対
策
の
現
状
と
動
向
」

環
境
省
地
球
環
境
局
地
球
温
暖
化
対
策
課
フ
ロ

ン
等
対
策
推
進
室

・「
フ
ロ
ン
類
対
策
と
地
球
温
暖
化
対
策
：
兵
庫

県
の
取
り
組
み
」　

兵
庫
県
農
政
環
境
部
環
境

管
理
局
大
気
課

② 

基
調
発
言

「
地
球
温
暖
化
防
止
の
中
期
目
標
25
%
削
減
と
フ

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地
球
温
暖
化
防
止
に

お
け
る
フ
ロ
ン
類
対
策
」
の
開
催

「
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ー
ル
・
イ
ン

淡
路
２
０
１
０
」
へ
の
参
加

毎
年
淡
路
島
内
で
、
快

適
さ
、
便
利
さ
を
優
先
す

る
現
在
の
大
量
消
費
・
大

量
廃
棄
の
生
活
を
見
直
し
、

限
り
あ
る
資
源
の
大
切
さ

を
考
え
る
契
機
と
す
る
た

め
に
開
催
さ
れ
る
「
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ー
ル
・
イ
ン
淡
路

２
０
１
０
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
本
協
議
会
出
展

ブ
ー
ス
へ
の
来
場
者
（
約
3
0
0
名
）
に
、
フ
ロ

ン
回
収
・
処
理
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

●
日
程　

平
成
22
年
11
月
23
日
（
火
・
祝
）

●
会
場　

県
立
淡
路
文
化
会
館

●
内
容　

フ
ロ
ン
関
係
パ
ネ
ル
展
示
啓
発
パ
ン
フ・

資
材
の
配
布
フ
ロ
ン
環
境
ク
イ
ズ

フ
ロ
ン
回
収
行
程
管
理
票
の
無
償
配
布

〈
第
一
種
フ
ロ
ン
類

（
業
務
用
冷
凍
空
調
機
器
）
関
係
〉

廃
棄
す
る
業
務
用
冷
凍
空
調
機
器
か
ら
の
フ
ロ

ン
回
収
に
は
行
程
管
理
票
の
交
付
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
本
協
議
会
で
は
、
会
員
の
皆
様

へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
行
程
管
理
制
度
の
的
確

な
普
及
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
行
程
管
理

票
を
無
償
で
配
布
（
年
間
40 

枚
ま
で
）
し
て
い
ま

す
。
是
非
ご
活
用
下
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ロ
ン
対
策
」
群
馬
大
学
教
育
学
部
教
授
西
園
大

実
氏

③ 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
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温暖化防止のための国民運動




